
















































































































学柔道選手に DIPCA（Diagnostic Inventory of 
psychological Competitive Ability for Athletes）、










































































































































































年齢 7.80 0.45 5.40 2.07 * 0.49
身長 6.20 2.17 3.20 1.64 * 0.47
体重 7.20 2.17 3.80 2.39 * 0.56
練習環境 9.20 0.84 7.80 0.45 ** 0.49
実績 9.20 1.30 6.20 1.64 ** 0.49
得意技 8.00 1.58 6.40 2.07 0.41
段 6.20 1.10 2.20 0.84 *** 0.57
競技年数 9.00 1.00 5.50 1.29 ** 0.74
体力 9.60 0.55 8.80 1.10 0.37
メンタルの強さ 9.60 0.55 9.40 0.55 0.19
技のキレ 9.20 0.84 8.20 1.64 0.46
技の粘り 9.40 0.89 8.00 1.41 * 0.61
試合のうまさ 9.80 0.45 7.80 1.30 ** 0.82
組手のうまさ 9.40 1.34 7.80 0.84 * 0.34
組手のスタイル 9.40 0.89 7.40 1.34 * 0.49
受けの強さ 9.40 0.89 7.00 1.58 ** 0.70
寝技の強さ 9.20 1.79 6.80 2.28 0.62
*:p<.05，**:p<.01，***:p<.001
③日本のコーチと海外のコーチの比較

























































M SD 降順順位 M SD 降順順位
年齢 7.00 1.79 14 3.27 2.15 17 ***
身長 5.29 2.00 17 4.73 2.28 15
体重 5.67 2.15 16 5.02 2.56 14
練習環境 8.57 0.87 5 6.47 2.39 12 ***
実績 7.00 2.17 14 7.06 1.85 9
得意技 7.57 1.75 12 5.40 2.59 13 ***
段位 4.43 2.56 18 2.81 1.95 18 **
競技年数 7.14 1.85 13 3.96 2.10 16 ***
体力の充実 8.48 1.54 7 8.31 1.43 2
メンタルの強さ 9.43 0.75 1 8.88 1.06 1 *
技のキレ 8.81 1.17 4 8.04 1.64 5 *
技の粘り 8.90 1.09 2 8.25 1.62 3 *
試合のうまさ 8.90 1.09 2 8.10 1.40 4 *
組手のうまさ 8.52 1.44 6 8.04 1.62 5
組手のスタイル 8.05 1.60 11 6.65 1.93 10 **
受けの強さ 8.10 1.70 10 7.67 1.58 8
























８）Águeda G-S, Andrea S-D, José A P-T, Juan M 
C-T, and Concepción SL : Importance of hand-
grip strength as an indicator for predicting the 
results of competitions of young judokas, Arch 
Budo, 7（3）, 167-170, 2011.
９）Maekawa N, Hirose N, Ito K, Ishii K, Koshino 
T, Yazaki R, and Tamura M : The method 
of expert evaluation of specific abilities to 
practice judo – proposition of Japanese top 






















































































































面 （ｇ） 1,835 1,320 515
小手 （ｇ） 595 385 210
胴 （ｇ） 1,505 1,165 340
垂 （ｇ） 1,030 545 485
剣道着 （ｇ） 1,270 585 685
袴 （ｇ） 970 845 125























年齢 （歳） 20.1±1.3 19.8±1.1
身長 （ｃｍ） 160.2±5.9 159.9±8.9
体重 （ｋｇ） 58.4±7.0 60.9±8.6
段位 （段） 3.1±0.3 － －
剣道経験年数 （年） 12.5±2.7 － －
表２　剣道群とコントロール群の特性
無装着 実践型 標準型 有意差
全身反応時間 (秒) 0.319±0.05 0.320±0.05 0.320±0.04
反復横跳び (回) 50.1±5.8 49.1±5.9 48.4±6.2 無＞標準
立ち幅跳び (cm) 183.4±20.9 173.9±22.3 170.4±22.5 無＞実践、無＞標準




















































無装着 実践型 標準型 有意差
全身反応時間 (秒) 0.316±0.04 0.315±0.03 0.330±0.04
反復横跳び (回) 50.3±4.0 48.2±3.9 46.4±4.3 無＞標準
立ち幅跳び (cm) 179.9±17.5 161.5±10.8 148.1±12.3 無＞実践＞標準






無装着 0.319±0.05  (100) 　 0.316±0.04  (100)
実践型 0.320±0.05  (100) 　 0.315±0.03  (99)
標準型 0.320±0.04  (100) 0.330±0.04   (104)
無装着 50.1±5.8  (100) 　 50.3±4.0  (100)
実践型 49.1±5.9  (98) 　 48.2±3.9  (96)
標準型 48.4±6.2  (97) 　 46.4±4.3  (92)
無装着 183.4±20.9  (100) 　 179.9±17.5  (100)
実践型 173.9±22.3  (95) ＊ 161.5±10.8  (90)
標準型 170.4±22.5  (93) ＊＊ 148.1±12.3  (82)
無装着 32.9±5.5  (100) 　 32.3±3.5  (100)
実践型 31.2±5.4  (95) ＊ 28.8±2.0  (89)















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































報第十三号二〇〇七年度） 、 「小野家伝書から見る一刀流剣術」 （同第十六号二〇一〇年度）の論文、日本武道学会での研究発表「一七〇〇年前後の小野家の刀法について─ 家・津軽家伝書に基づく研究─」（二〇一一年度）などでまとめている。
一刀流に関しては、 『日本武道全集』 、 『日本武道大系』に小野家の





























































































































































⑴原本翻刻●三重打太刀、右の手にて太刀の中をとり、左にて柄を持、脇構より一足飛出しながら可すみの如く切懸け、また後の足を入、身をかへせいがんに切懸、先よりせいがん 合とき、うらへ廻し、向の太刀右の腕へ乗るとき、本覚の如くに手を上げ、後の足を入れながら、せいがん 如く切込、向身を替へ陰にとりせいがんに仕懸時、合するままにて後ろへ引。向せいがんのままにて二足程引たる時、手を少しあおのけ切先下りに下へ切かけ、先より合時、上へ返し 又上にて 時、前の足を へふみ陰にとり、先より逆に巻 せいがんに切出すとき 足を入せいがんに出し、先にて順に巻、くつろげ 合うとき、前の如に裏へ廻し、うでへのるとき、本覚のやうに手を上、後の足 入 く切込、先より陰に詰り に仕懸る時、合たるままにて引 先より太刀を押、くハつる時、右のひざを立て、くハつし左の手を津き、陰にとりながら前の足を後 配り立 向下段 二足ほど引ニ 其陰より足を入、表の越身の如くに、手の内へ三度切懸、先より腰を拂ふとき、足を後へふみ陰にとり向脇かまえに成るとき、足を入れせい んに切懸 先よりせいがん 合時、前の如く裏へ廻し
 、向の太刀腕へ
のりたる時 前のごとく本かくのや に手を上げ、足を入 せいがんの如くに切込、切込たるままにて勝せ 少し くつろげて互にくハつし、右 手をはなし左 手を突也。遣方、脇構より一足飛出、向より切懸所にて一足飛去り、又 先より切出すとき跡の足を入、身をかへ、せいがんに合、敵裏へ廻す時、
志
撓ひてないて右の手へのり、先より切込時、前後の足をふみかへ、身をか
へ妙剣の如くとり、又、後の足を入、身をかへながら陰にとり、直ちにせいがんに仕懸、せいがんのままにて後へ二足引。先より下 切懸ル時、下にて合 又上へ廻す時、上にて合、向る時、前の足を少入乍ら 逆 巻いてせいがんに出し、又、向切懸時、順に巻てくつろげせいがんに合せ、先より裏を切とき、前の如く、志
撓ひてないて、右の腕へ乗り、又、切込とき、前の如く身をか
へ、妙剣にはづし足を入、陰にとる内よ 出し 詰りながら太刀を押し、 ハつし、左の手をはづし突、先きのひざを立 くハつする（折敷）也。扨さて
下段にて二足ほど引、先より越身の如くに三度切懸ル時、三度越身
の如くに越、三度めに後の足を入 向 腰 拂、直に脇構 とり、先より切懸る時、一足飛さり足をふみかへせいがん 合、裏を切る き前の如く志
撓ひてないてうでへのり、

























































































































打方仕 共脇構右向き両足を大きく開き腰を落として中腰となり相對し互に烏飛びにて間合いに入る。打方静か 右足を進めて左肩を打つ 仕方烏飛びに一歩退く。打方陰に取り再び左肩を打つ。仕方一歩引き立って陰に外し右足を出して正眼に付く。打方正眼より右足を進め右小手を打つに、仕方逆の平晴眼に軽く鍔元にて張ると共にスラスラとすり込み入りて、切先にて打方の右手首軽く打ち押ゆれば、 其のまゝ三四歩退くにより 亦押へしまゝ進む。打方止まりて陰に外し、仕方一歩退い 正眼に構ふ。打方右足を進め 左肩を打つ 、仕 本覚に受け止め、打方下段に抜いて右拳を つ。仕方逆の平晴眼に受け止め一足退いて 正眼に直り右足を進 打方〔正眼〕の右拳を打つ。打方、右足を引いて陰に外し正眼 直りて仕方の右拳を打つ。仕方逆の本覚に物打を張りスラスラと摺り込みて、打方逆の陰 立直る右小手を押へ退くに添ふ 小 に四五歩進む。打方止まりて左膝折敷 。打方静かに左手にて仕太刀の鋩子を摘み、天一文字に立てし刀の切先











































 仕方復切り落し、 直に左足を進めて打方の右胴を拂ふて （そのまま）脇構に取る。
（打）
 打方胴打ちを陰に外して右足を進め、仕方の左肩煽れば（静かに打つ）






































































































































































































































たは「越身」で越し、裏に打ちかかる太刀を「しないて」受け流す刀法である。さらに五代・忠方は春風館文庫において 表に かかり来る太刀にも「皆太刀ニ合時ニ 我 方ニトルトコロ」 「我方ニジット取心」とあり、我が方に敵の刀勢を引き取 心をもって「撓ひて」を使う所と読める。⑵切落
我々の先行研究では春風館文庫の解析により一七〇〇年当時（ほぼ
元禄期） の 「切落」 の技法を復刻した
（１） （２）
























































































ぜられ静かに緩やかに柔らかく演ず ……」と また一 流 原型には「五点」が取り上げられることが多いが、組太 「三重 にこそ、小野家が最も大事とする「切落」の原形 も言うべき刀法が詰まっていると我々は考えている。
最後に本論では元禄年間の頃の三重と近代の三重についての遣い方
を復刻し分析す ことで多くの類似点が確認された。また差異の部分がなぜ生じたかについて 、今後 研究としたい。
参考文献（１）








































































































































































































































































































２．名 　 称 第27回　国際武道文化セミナー
３．主 　 催 （公財）日本武道館
４．後 　 援 文部科学省、日本武道協議会
５．協 　 力 （学）国際武道大学、日本武道学会
６．期 　 間 平成27年３月６日（金）～８日（日）
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菅野　　純 早稲田大学教授 講義「武道の教育的価値について」
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相 撲 伊東　　良 五段 日本体育大学 相撲研究室助教・相撲部コーチ
空　手　道 高橋　　昇 教士七段 全日本空手道連盟 審判委員会委員、茨城県空手道連盟副理事長
合　気　道 金澤　　威 七段 合気会 合気道本部道場指導部師範、国際武道大学 非常勤講師
少林寺拳法 佐 藤　 健 二 正範士八段 少林寺拳法連盟 本部考試員・本部審判員、WSKO（世界連合）指導員
な ぎ な た 砂川　邦子 範士 全日本なぎなた連盟 常務理事、国際なぎなた連盟 理事、福岡県なぎなた連盟 理事長
銃　剣　道 佐藤　　亨 範士八段 全日本銃剣道連盟 競技力向上委員
専門委員
助　　手
柔   道 越野　忠則 六段 国際武道大学 准教授、関東学生柔道連盟 理事
〃 大島　修次 七段 千葉県警察官、千葉県柔道連盟常任理事・育成部副部長
剣   道 丸橋　利夫 教士八段 国際武道大学 教授・剣道部男子監督
〃 岩切　公治 教士八段 国際武道大学 教授・剣道部女子監督
弓   道 坂本　武彦 教士八段 埼玉県弓道連盟 副会長
相   撲 三輪　隼斗 三段 日本体育大学相撲部
〃 南　　友太 三段 日本体育大学相撲部
空 手 道 山口　貴史 五段 NPO法人日本空手松涛連盟 指導員、一般社団法人東京都空手道連盟強化部副委員長
合 気 道 森　　智洋 六段 合気会 合気道本部道場指導部師範
少林寺拳法 倉本　亘康 六段 少林寺拳法世界連合 事務局コーディネーター、少林寺拳法琴弾スポーツ少年団部長
な ぎ な た 小野　恭子 教士 全日本なぎなた連盟 理事












1 Alexander･James Guillermoアレクサンダー　ジェイムズ　ギレルモ ア メ リ カ 香取神道流目録 Ｍ
2 Benjamin Boasベンジャミン　ボアズ ア メ リ カ 合 気 道 初 段 Ｍ
3 Bryan Petersonブライアン　ピーターソン ア メ リ カ 琉球古武術 ２ 段 Ｍ




















7 David Mcfallデイビッド　マックフォール ア メ リ カ 柔 道 ４ 段 Ｍ





9 John Hojloジョン　ホイロ ア メ リ カ Kaju-Kembo ４ 段 Ｍ
10 Mick Corlissミック　コレス ア メ リ カ 杖 道 ４ 段 Ｍ
11 Ronald Finneロナルド　フィニー ア メ リ カ 弓 道 ５ 段 Ｍ
12 Ruben Olveraルベン　オルベラ ア メ リ カ なぎなた 初 段 Ｍ





14 ティム　バーンクス ア メ リ カ 武神館武道體術 初 段 Ｍ
15 Darren Cookダレン　クック イ ギ リ ス 合 気 道 ２ 段 Ｍ
16 Grant Irelandグラント　アイランド イ ギ リ ス 合 気 道 初 段 Ｍ
17 Michael Ishimatsu-Primeマイケル　イシマツ　プライム イ ギ リ ス 剣 道 ４ 段 Ｍ








19 Richard Webbリチャード　ウェブ イ ギ リ ス 剣 道 ３ 段 Ｍ










21 Alessandro Camilliアレサンドロ　カミリ イ タ リ ア 弓 道 錬士５段 Ｍ








23 Migdalski Oleksandrミグダリスキー　オレクサンドル ウクライナ 少林寺拳法 大拳士５段 Ｍ
24 Mygdalskyy Volodymyrミグダリスキー　ウラディーミル ウクライナ 少林寺拳法 大拳士５段 Ｍ





26 Chris Cocksクリス　コックス カ ナ ダ 居 合 道 ２ 段 Ｍ























31 Garyfalia Babiガリファリア　バビー ギ リ シ ャ 空 手 道 ３ 段 Ｆ
32 Vivian Turkヴィヴィアン　テュルク シ リ ア 合 気 道 初 段 Ｆ
33 Markus Ulliusマルクス　ウリウス ス イ ス 沖縄古武道 ３ 段 Ｍ
34 Rahel Kaegi Romeroラヘル　ケギ　ロメロ ス イ ス 空 手 道 ２ 段 Ｆ
35 Fannyファニー　リンドストロム スウェーデン 剣 道 ３ 段 Ｆ
36 Josef Segerstedtヨーセフ　セーゲルステッド スウェーデン 剣 道 ４ 段 Ｍ
37 Husein Sadikuフセイン　サディク セ ル ビ ア 合 気 道 ３ 段 Ｍ
38 Adam Urbanアダム　ウルバン チ ェ コ 剣 道 ３ 段 Ｍ
























42 Tobias Gronemeierトビアス　グロネマヤ ド イ ツ 柔 道 初 段 Ｍ
43 Gavin Thomasギャビン　トーマス ニュージーランド 合 気 道 ４ 段 Ｍ
44 Francis Angelesフランシス　アンヘレス フィリピン 合 気 道 ４ 段 Ｍ





46 Rex Romeroレックス･ロメロ フィリピン 合 気 道 ４ 段 Ｍ
47 Sinikka Kurosawaシニッカ　クロサワ フィンランド
剣 道 初 段 Ｆ
48 Thiago Sogo Bezerraチアゴ　ソゴー　ベゼハ ブ ラ ジ ル 剣 道 ２ 段 Ｍ





50 Landry Guesdonランドリー　ゲドン フ ラ ン ス 空 手 道 ３ 段 Ｍ
51 Richard Cuffiniシャール　キュフィニ フ ラ ン ス 弓 道 初 段 Ｍ
52 Sylvie Bachシルウィー　バッハ フ ラ ン ス 柔 道 ２ 段 Ｆ
53 Thierry Comontティエリ　コモン フ ラ ン ス
合 気 道
兵法二天一流剣術 ２ 段 Ｍ
54 Yves Chartonイヴ　シャルトン フ ラ ン ス 合 気 道 ２ 段 Ｍ






56 Delalozaパウソナ　デラロサ メ キ シ コ 剣 道 ３ 段 Ｆ
57 Ulises Reynosoウリセス　レイノソ メ キ シ コ 剣 道 ４ 段 Ｍ
58 エステバン　アギラル メ キ シ コ 剣 道 ２ 段 Ｍ
59 Patrick Heinパトリック　ハイン ルクセンブルグ 空 手 道 初 段 Ｍ



























64 Tae Wan Kimティ　ワン　キム（泰完　金） 韓 国 弓 道 ３ 段 Ｍ

















67 Akio Ogataアキオ　オガタ（尾形明夫） 日 本
無雙神傳
英信流居合術 ７ 段 Ｍ







69 Katsunao Nakajimaカツナオ　ナカジマ（中島克直） 日 本 銃 剣 道 教士７段 Ｍ





71 Keiko Kojimaケイコ　コジマ（小島恵子） 日 本
無雙神傳
英信流居合術 錬士７段 Ｆ







73 Michiko tanizakiミチコ　タニザキ 日 本 合 気 道 初 段 Ｆ
74 Shigeru Kariyaシゲル　カリヤ（仮屋茂） 日 本 柔 道 ７ 段 Ｍ







76 Taeko Miyaokaタエコ　ミヤオカ 日 本
弓 道 ３ 段 Ｆ










78 Aven Briggsエイバン　ブリッグス カ ナ ダ 柔 道 ２ 段 Ｍ









空 手 道 12
合 気 道 19
少林寺拳法 4
な ぎ な た 3
銃 剣 道 2
古 武 道 10
38
そ の 他 28
 全日本各道連盟推薦者数
団　体　名 人数
全 日 本 柔 道 連 盟 0
全 日 本 剣 道 連 盟 0
全 日 本 弓 道 連 盟 1
日 本 相 撲 連 盟 0
全日本空手道連盟 0
合 気 会 0




No 国・地域 人数 男 女
1 アメリカ 14 14 0
2 イギリス 6 6 0
3 イタリア 1 1 0
4 ウクライナ 3 3 0
5 エクアドル 1 1 0
6 カナダ 6 5 1
7 韓国 2 2 0
8 ギリシャ 1 0 1
9 シリア 1 0 1
10 スイス 2 1 1
11 スウェーデン 2 1 1
12 スリランカ 1 1 0
13 セルビア 1 1 0
14 チェコ 1 1 0
15 中 国 １ １ 0
16 チ リ １ １ 0
17 ドイツ 3 3 0
18 日本 12 7 5
19 ニュージーランド 1 1 0
20 フィリピン 3 3 0
21 フィンランド 1 0 1
22 ブラジル 1 1 0
23 フランス 6 5 1
24 ペルー 1 1 0
25 メキシコ 3 2 1
26 ルクセンブルグ 1 1 0
27 ロシア 3 1 2
合計 79 64 15 
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